
平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

平成２５年度　村政懇談会質問およびその後の対応

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

1 中丸 H25.6・26 みちづくり課

（村とひたちなか市の避難場所標

示標識等のカラー写真を示し）村の

避難場所標示標識については，色

だけでも目立つようにしてほしい。

できるだけ標示を見やすくできるよ

う検討していきたい。

標識ができるだけ見やすいものに

なるよう現在準備中である。

2 中丸 H25.6・26 みちづくり課

フローレスタ須和間のコンビニエン

スストア前は子どもが通ることも多

い。信号機が設置されるまでの緊

急措置として「横断歩道あり」の標

示等を検討してほしい。門柱につい

ては，早く事業主と話し合いをして

もらいたい。道路標示は別なので

緊急避難的に早く対応できるので

はないか。

門柱については，村所有ではなく事

業主の所有であり，そういった面か

らの検討も必要ではないかと考え

ている。路面表示も公安委員会の

管轄となる。当該信号機の設置は

以前にも要望が出されており，その

時は実現されなかったが，改めて

路面標示の要望と併せて信号機設

置の要望も提出していただき，公安

委員会につなぎたい。

関係部署で現地確認をおこないポ

ストコーンなど対応できることは行

なった。

信号機についても引き続き要望し

ていきたい。

3 中丸 H25.6・26 農業政策課

風砂塵被害に対する解決に向けた

対策の提案がないのが残念であ

る。

村では土地利用に関するルールづ

くりをするための庁内検討会を設け

た。ただし，当該問題は財産権と絡

む問題でもあるので，検討を重ね

解決を図れるよう取り組んでいきた

い。また，法の定めで市町村行政

は農地を農地として購入できない。

購入する場合は，農地転用をして

購入するしかないという難しい縛り

がある。農地を求める方への支援

については，農業委員会への斡旋

等，取組を進めていきたい。庁内の

食と農のプロジェクト会議では，横

断的な課題を検討できるので取組

みを進めていきたい。

土地利用に関するルールづくりに

ついては，企画経営課が主導して

全庁的に検討を進めることとなって

おり，今年度予算に所要経費を計

上している。また，農地の遊休化を

未然に防止する件に関しては，農

地の流動化を促進するために農業

公社の設立も視野に入れて検討を

開始する予定である。
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No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

4 村松 H25.6・27

防災原子力安全

課

防災計画について意見。防災計画

は各戸配布にはならないか。コミセ

ンで閲覧したが，膨大な資料なの

で，すべて閲覧は難しい。要点をま

とめて書いて配布してほしい。ま

た，HPにも掲載されているのか。

各戸配布については，量的に多い

ため現在は考えていないが，希望

があれば用意する。HPは閲覧でき

るようになっているので見られる方

は見ていただきたい。要約版は検

討する。

各戸配布については，量的に多い

ため現在も考えていないが，希望

があれば用意する。HPは概要版も

含め閲覧できるようになっているの

で見られる方は見ていただきたい。

5 村松 H25.6・27 みちづくり課

国道245号線からひたちなかの北

幹線道路にグリーンベルトがある。

ゴミが多く捨てられており，クリーン

作戦を実施したが，車が1台投棄さ

れている。警察には連絡したが動き

がない。行政から警察にプッシュし

てほしい。所有者も分かっている。

放置車両ということで現地を確認す

る。大宮土木事務所の管轄なの

で，大宮土木事務所と調整して解

決に向けて進めていく。

撤去済みである。

6 村松 H25.6・27 企画経営課

ひたちなかの後背地区について，

以前村政懇談会で質問したが，進

捗状況を教えていただきたい。これ

は県やひたちなか市も関わる広域

的な問題で，総合計画を見たら平

成27年度に実施すると記載してあ

る。残り1年半しかないが。

平成23年の村政懇談会で回答して

いる。やると言ったが，2年経過して

いる。正直動いていないので早急

に対応する。地域の方にも入っても

らって，一緒に検討して進めていき

たいと考えている。北線を挟んで南

と北では状況が違うので，まずは役

場内でたたき台を政策推進課を中

心につくり，自治会長と相談しなが

ら具体的に進めていく。

土地利用については現在，茨城国

体や２４５号線拡幅に伴う阿漕ヶ浦

運動公園の再整備等の課題もある

ことから，これらも含め村全体の土

地利用の方策を庁内で検討してい

るところである。村松地区の後背地

については，照沼笠松線の今後の

進捗状況を考慮しながら，この中

で，そのあり方を検討していきたい

と考えている。
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7 村松 H25.6・27 学校教育課

照沼小学校について。運動会の時

に車で行こうと考えたが，進入禁止

でどこに停めようかと考えた。行事

のときに車で行けないのは難儀。

学校に行く足が遠くなる。年寄りの

ために何とか対策を考えてほしい。

駐車場の確保を考えているのか。

駐車場として借りた場所があるとい

うことで，後でその場所と地権者を

教えていただきたい。前向きに検討

する。

　ご照会いただいた土地は，竹や

ぶの林で駐車場として利用するに

は造成が必要となるが，車の駐車

が恒常的に利用されないために整

備が難しいと考えている。引き続き

箕輪グランドの借用などの対応を

図っていくので乗合わせなどにご協

力をお願いしたい。
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8 村松 H25.6・27 まちづくり推進課

デマンドタクシーのあり方につい

て。パチンコに行くにも利用してい

る人がいるようだ。迎えの分も予約

しているので，その間に必要として

いる人が利用できないでいる。規制

等について考えてほしい。市街地

の隣接病院等への利用についても

考えてほしい。また，交通手段があ

まりないため，コミュニティバスにつ

いても検討してほしい。

デマンドタクシーは福祉目的で導入

したものなので基本は福祉利用し

てほしい。東海村は村外から来る

人が多く，駅からはタクシーしかな

いので何とか対処してくれと言われ

ている。バスは茨城交通に運行を

要望したが，利用状況が少なく，希

望時間に運行することは受け入れ

られない状況。国道245号の渋滞に

より時間通りの運行ができるかとい

う課題もあるので，新たな交通シス

テムを考えなくてはならないと考え

ている。245号の拡幅と併せて検討

していく。隣接市街地への利用につ

いては，現在契約しているタクシー

業者は，村外に出られない状況。

問題意識はあるので広域で利用で

きるよう，新たな対策を考えたい。

パチンコの利用は初耳だが，台数

を増やして，断り件数を極力少なく

している。運行委員会があるのでそ

こで問題提起させていただく。

平成18年４月から，それまで運行して

いた福祉循環バスに代わる新たな村

民の公共交通として，デマンドタク

シーを本格的に運行している。近年

は年間44,000人前後で利用者が推

移しており，１日あたりに換算すると

約150人が利用している。

一方予約で満席となり，やむなくお断

りしている件数は，年間約200件であ

り，１日あたりに換算すると約0.7件と

なっている。

お断りとは逆に予約が入っているに

も関わらず何らかの理由で乗らな

かった件数は年間約2,500件にもの

ぼることから，この件数を減らすこと

が，お断り件数の減少につながるも

のと考え，予約を受け付けるオペ

レーターや運転手による声かけ運動

を積極的に展開している。

引続き，デマンドタクシーの運行につ

いて，皆さま方のご理解・ご協力をお

願いする。

また，隣接市町村への移動手段が限

られているなどの本村公共交通の現

状を適切に捉え，交通に関するニー

ズを調査するため，平成26年度は，

アンケート調査等を含めた調査・研究

事業とその結果を基にした実証実験

を予定している。詳細が決まり次第

改めてお知らせする。

9 村松 H25.6・27 みちづくり課

国道245号線拡幅の件。6号線も含

めて日立市とひたちなか市は2車線

だが東海村は１車線。渋滞してしま

う。住民がもっと問題提起すればい

いのかもしれないが，ひとつ検討を

お願いしたい。

拡幅については，国，県には強く要

望しているが引き続き要望してい

く。

６号・２４５号両路線とも，拡幅につ

いて今後も国，県に強く要望をして

いく。

　２４５号の昨年度の事業進捗状況

は，宿地区において用地８件補償１

３件の契約を行っている。
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10 村松 H25.6・27 住民課

地区名の変更について。真崎は世

帯数が多くなっているので，住居表

示を「村松」ではなく「真崎」にしては

どうか。村松の広範囲をどうにかし

てほしい。

地番は変えられないが，住居表示

は変えられる可能性がある。検討

する。

法に基づく住居表示の対象区域は

「市街地」であり、市街化区域が対

象となる。村内全域が対象となるも

のではない。

11

舟石

川・船

場

H25.6・28

防災原子力安全

課

災害時の給水について。軍隊で

使っている小さなペットボトルで水

を濾せるものがある。それがあれば

備蓄せずとも生活水が飲料水とし

て使える。村で買うのはどうか。

勉強不足で知らなかった。今後検

討していく。

昨年，紹介された簡易ろ過器を購

入し，汚濁水をろ過してその前後の

水質を検査して効果を検証した結

果，一般細菌や大腸菌の除去効果

があったことがわかった。

しかしながら，ろ過効果が200リット

ル程度しか持続しないこと，費用対

効果に大きな課題があることを勘

案し，村での購入は控えたい。

12

舟石

川・船

場

H25.6・28 みちづくり課

舟石川十字路の前で交通安全の

立哨をしている。中学生は押延の

踏み切りを通る。あのへんは段差

があり雨が降ると水が溜まる。実情

をよく見てもらいたい。

舟石川小学校の児童がチューリッ

プ学童まで行っていることをはじめ

て知った。歩いて帰る子どもの死角

となる場所や落書きされた場所もあ

る。下校時刻，どのくらい暗くなった

ときに小学生が階段を上ることとな

るのか，建設水道部とあらためて調

査していきたい。

暗い箇所に対しては防犯灯を設置

した。

通学路の安全についてはみちづく

り基本計画を踏まえて地域の方々

と協議して進めていく。
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13

舟石

川・船

場

H25.6・28 みちづくり課

駅西大通りについて。普通は車道

に路側帯があるはず。資料の写真

には全然路側帯がない。車が来る

と大変危険である。中央分離帯は

いらないから路側帯を作ったほうが

安全だと思う。

中央分離帯は中央分離帯としての

役割がある。確かにここには路側

帯がなく，本来ならば外側線も必要

なはずである。これも併せて検討し

ていきたい。

道路構造的なことなので，すぐに対

応はできることではないが，今後と

も地区と協議して，引き続き検討を

進めていく。

また，歩道の植樹桝については地

区と協議した結果，撤去して舗装す

る予定になっている。

14 石神 H25.7・3 みちづくり課

農業政策課

津波の話。竹瓦には水門が2箇所

ある。災害時において国からは水

門を閉めないで逃げろと言われて

いる。しかし水門を閉めなかった場

合，集会所から一時避難所の石神

小まで避難する際に道路が冠水す

る恐れがある。水門は必ず閉めて

ほしい。東日本大震災の時は豊岡

の水門は閉まらなかった。竹瓦は

避難する前に水門を閉めた。村とし

ては水門を必ず閉めていただきた

い。国の対応を待っているだけでは

なく，村でできることは早急にやっ

てほしい。さらに国には村から強く

要求してほしい。

水門は国土交通省の管理になって

いる。国では遠隔操作で水門を閉

めることを検討している。村の排水

機場では非常用発電機などで対応

する予定。

村内には4箇所の水門がある。遠

隔操作については国で今後進める

とのことである。

国交省管轄の水門については，国

では津波等の災害時には操作を行

わないということになっている。

国交省では現在，東海村にある水

門４箇所の遠隔操作化に向けて業

者の選定作業に入っている。

農業政策課所管の排水機場につい

ては，非常用発電機を豊岡・細浦

機場に設置している。また，竹瓦機

場に関しては今年度に設置する予

定である。
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15 石神 H25.7・3 みちづくり課

石神コミセン入り口西交差点の原

電通りの拡幅について。平成8年に

自宅の原電通りに面した土地が東

海村に買収された。買収理由は都

市計画道路遠間庚塚線改良工事

のため，やむなく同意した。拡幅工

事はすぐに行われるものだと思って

いたが，拡幅工事が行われることな

く道路が開通した。この工事は予算

の関係で遅れていると思っていた

が，みちづくり課に問い合わせたと

ころそのような工事の予定はないと

言われた。買収の目的にはその工

事内容が明記されている。本当に

拡幅計画がないのか伺いたい。工

事がないのであれば土地を戻して

ほしい。

都市計画道路同士がぶつかる交差

点の工事については県公安委員会

との調整の段階で交通量や地域性

をみて計画を立てる。計画の段階

では拡幅する必要があると判断し，

土地を買収した。平成7，8，9年に

施行，平成10年に供用開始予定

だった。実際に工事を開始する際

は，ひたちなか西警察署の立会い

のもと最初の計画がその地域性等

と合っているかを検証することに

なっている。工事予定時には本来

の　計画時の想定よりも交通量が

少なくなっていたため拡幅工事を見

送ることになった。現在，県道豊岡

佐和停車場線と原電通りのぶつか

る交差点から歩道を整備している。

その歩道の工事が庚塚線の交差

点に到達した時に再度警察と協議

をして，拡幅工事が入ると思う。お

おむね３年の予定。

原電通りの北側の歩道拡幅は，常

磐線の陸橋まで完了した。平成26

年度は長松院の交差点まで整備を

計画している。庚塚線の交差点ま

では，されに2年程かかりその時点

で警察と協議し，工事を進める予

定。

16 石神 H25.7・3

農業政策課

みちづくり課

経済環境部長にお願い。竹瓦は後

川水門と前川水門の2箇所がある。

前川水門は経済産業省，久慈川の

方は国土交通省で堤防を挟んで管

理者が違う。後川水門は国土交通

省の管理だと認識している。国は遠

隔操作などを検討していると言って

いるが実際対策はされていないよう

に思える。国の管轄といえども現状

を見ると住民としては村が動いてな

いとしか思えない。村として何かし

ら行動してほしい。

竹瓦には2つの樋管がある。平成

23年度に国土交通省には村からも

対策してもらうように要求している。

前の話にも出たが，非常時用に遠

隔操作システム改良工事を進めて

いる。再度確認をするが，もうすぐ

工事が始まると思う。また，平成26

年度に竹瓦の排水機場に非常用

発電機設置を予定している。しか

し，災害はいつ起こるかわからない

ので前倒しも検討していきたい。

国交省管轄の水門については，津

波等の災害時には操作を行わない

とされている。

なお，国交省では現在，東海村に

ある水門４箇所の遠隔操作化に向

けて業者の選定作業に入ってい

る。

農業政策課所管の排水機場につい

ては，非常用発電機を豊岡・細浦

機場に設置している。また，竹瓦機

場については今年度に設置する予

定。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

17 石神 H25.7・3 みちづくり課

外宿一区の道路に関する件。外宿

一区は道路が狭隘（きょうあい）で

曲がりくねっていたり，カーブミラー

がないと危険な場所が多い。ス

マートインターチェンジの入り口など

もそうである。この地区の道路につ

いて真剣に考えてほしい。優先順

位をつけてやっていただきたい。現

段階での基本的考えを具体的に述

べてほしい。また，石神十字路から

ふれあい橋の間の中央分離帯に草

がたくさん生えている。草がなくなる

とごみが大量にある。国の基幹道

路と言えども，東海村の主要な道

路であるのにそのままで恥ずかしく

ないのか。国の管轄で直接手入れ

ができないというのであれば，村か

ら地元要望として計画を立てるよう

に国へ訴えてほしい。必要であれ

ば外宿一区の役員も一緒に国へ出

向きたいと考えている。

指摘の道路についてはまず場所を

確認してから対応したい。

道路の危険箇所については，みち

づくり基本計画を踏まえ，地域と共

に協議を進めていきたいと考えてい

る。

国道6号の中央分離帯の除草は，

国交省に確認したところ年1回の予

算しか計上しておらず，週2回のパ

トロールの中で交通安全上支障が

あるかどうかの判断をし，実施して

いるとのことである。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

18 石神 H25.7・3 みちづくり課

前谷水田中央の道路沈下につい

て。橋はそのままの高さだが，周り

の道路，田んぼが下がっている。大

雨の際，中の川のみ水が流れるの

ではなく，田んぼの中の水が道路

まで入り込み危険。村はその場所

が危険であるという認識はあるの

か。通学路，主要道路であるので

早急に対応していただきたい。

大雨の時に村内の道路を確認する

が全部は確認できていない。この

場所は地盤の支持力（N値）がかな

り悪い。以前にこの場所の水路を

確保するためにボックスカルバート

を入れて杭を打って支えようとした

がその杭自体も下がってしまうよう

な状況であった。今回改めて現場

確認し，歩道とボックスカルバート

をすりつける部分の高さを測ったと

ころ，かなり下がっていることが分

かった。そこに住む人の意見も聞

き，特に子供たちが通る際の水没

を避けたいと感じている。車におい

てもマフラーが水に浸かる等の危

険がある。また，昼間でも危険があ

ると思うが，特に夜の通行が危険で

あると考える。夜は橋の欄干に光る

ものを取り付けるなどして早急に対

策したい。状況を調査して定期的に

修繕をしていく必要がある。今後自

治会と一緒になって検討，対策をし

ていきたい。

道路が下がりにくい対策工法の検

討を行っている。

対策が行われるまでは，維持修繕

を行って対応していく。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

19 石神 H25.7・3 みちづくり課

村長から回答してほしい。樋管の

話。堤防は東日本大震災の10年ほ

ど前に50センチ沈下していた。それ

に対して国土交通省はかさ上げを

行った。しかし，東日本大震災の影

響でまた30センチ沈下したと言われ

ている。その結果，堤防周辺の宅

地や一戸建てが堤防中心から40

メートル離れたところまで堤防の沈

下に合わせたように沈下している。

斜めの状態の家もある。水田につ

いては狭い範囲なのにも関わらず

毎年2トン車10台分ほど土砂を入れ

ないと平らにならない状態。特に後

川地区の沈下は激しい。住民は村

に対して意見を主張したいが，力が

弱く届いてない。堤防側の地盤沈

下について対策をしてほしい。村の

援助はどうなるのか。国土交通省

は意見を言ってもなかなか受け付

けてくれない。村長の意見を聞きた

い。

震災後ということではなく，堤防の

かさ上げによって地盤沈下した。そ

の地区の地盤沈下については以前

から国土交通省と交渉しており，東

日本大震災の年の3月中に回答の

要求をお願いしていたが，震災で流

れてしまった。今も話し合いの最中

であり，回答を待っているところで

ある。詳しい内容については建設

水道部長から回答する。

建設水道部長：外宿二区について

は話があがっているように，堤防を

盛ったための沈下だと思われる。今

年の11月から来年6月にかけ，現場

の地盤沈下が想定されるところに

シートパイルの設置をして，どのくら

い沈下しているか，どのくらい外宿

側に動いているかを確認し，権利

者と協議をしていく。その後の1年

ほどで国土交通省に交渉をしてい

く。この旨の説明会を今年の5月28

日に行った。国土交通省から6名，

村から6名，権利者11名が出席し

た。

外宿側のシートパイルの設置工事

が今年の６月で終了する。その後，

下流の竹瓦地区においても渇水期

に合わせ同じ工事をする予定。ま

た，国交省では合わせて，水位等

の調査を実施していくとのことであ

る。

村としては，引き続き住民の方と歩

調を合わせ，早期解決に向け国交

省と協議していく。

20 白方 H25.7・4

防災原子力安全

課

要望だが，資料に原子力災害にお

ける過酷事故等とあるが，実際に

避難ができるのか。ということで，ぜ

ひ全村での避難訓練を行ってほし

い。訓練の方法は沢山あると思う。

難しいかもしれないが，やってみれ

ば避難できないのがわかると思う。

訓練前にまず計画が必要となる。

今年度中には，どのような形になる

かわからないが，広域避難の計画

をまとめていきたい。

現在，避難計画の策定を進めてい

るところ。県の計画や周辺市町村と

の調整を行っている。

避難訓練については，計画の策定

後に進めていきたい。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

21 白方 H25.7・4

防災原子力安全

課

井戸マップについて，自治会長へ

の配布で終わっているが，非常に

冷たいと言うか，温かさが無い施策

だと思う。水戸市や日立市ではワッ

ペン等を貼り誰もがわかるようにし

ている。ワッペンについての検討は

行わないのか。住民が１番使いや

すいのはどのようなものなのか再

検討して頂きたい。

マップの作成時にはその件につい

ても検討したが，井戸水提供者名

簿の公開を望まない人もいる。今

後表示方法については検討してい

きたい。

昨年8月に，希望する自治会に井

戸提供者の目印となる青いリボン

を配布する旨を通知したところ，6自

治会に提供した。

今後は，誰もがわかるように目印に

文言を記入するか，記入するならど

のような表示内容や方法が適切か

を検討し，平成27年度に再度井戸

提供者の募集をする際に，表示す

ることの同意もあわせて得たいと考

えている。

22 白方 H25.7・4 都市政策課

白方公園の放射線量は測定してい

るのか。トラロープが張りっぱなし

の状態だが，いつ外すのか明確に

してほしい。放射線量の測定を今も

行っていて，数値が高い状態だか

らトラロープを張ったままなのか，ま

たは放置したままなのかわからな

い。風で表示の紙が飛んでしまって

いるので，1度見にきてほしい。

白方公園に限らず，豊岡なぎさの

森公園，石神城址公園等放射線量

が高い公園があり，今年度除染作

業に入る。作業としては，トラロープ

内の表土をある一定の厚さまで剥

がし特定の場所に保管する。今年

度村内の公園を順次実施していく

予定。また，表示の紙が飛んでいる

ところは再度表示する。

平成25年度に除染作業を実施した

結果，施設平均の空間放射線量

は，基準である毎時0.23マイクロ

シーベルト以下に低減された。これ

により，まもなく開放する予定であ

る。なお，今後も定期的に放射線量

を計測し，その結果は村公式ホー

ムページで公表していく（防災原子

力安全課で実施する）。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課

No. 地区 期日 担当課 質問 当日の回答 Ｈ２６・４月１日現在の進捗状況

23 白方 H25.7・4 環境政策課

三升商事についての質問です。再

生砕石の大量埋立から2年がたっ

たが，このやり取りの中で，白方

区，岡区で行政に要望や質問をし

て回答を得たが，要望だけではな

く，実際に現場を見ようと，再生砕

石の生産現場である百里開発リサ

イクルセンターで現場を見て，専門

の方たちから説明を受けてきた。今

年，県の担当者と会うことが出来，

意見交換も行った。その時点で返

事は調査中とのことだった。直近で

は4月に副村長から回答を頂いた

が，先ほどの話と今の話がリンクす

るなら，未だ回答は出ていないが，

最近の進捗状況もお聞かせ願いた

いし，併せてきちんと結果が出た場

合には，このような席で詳細の結果

を頂ければありがたいと思ってい

る。イニシアティブは村にあるので

あって，県ではないと思っている。

現在の状況をお聞かせ頂きたい。

平成25年4月の説明会で，県の情

報の回答時期を8月と言っていたの

で，はっきりさせるために県に確認

して回答する。

三升商事が搬入した再生砕石につ

いては，茨城県の調査の結果，産

業廃棄物と認定され，平成25年9月

に三升商事に対して撤去指示が出

された。

その後の対応については，平成26

年3月20日に白方地区自治会に対

する説明会を開催し，茨城県の担

当者が経緯及び指導状況について

説明した。

なお，三升商事は東海村に先んじ

て撤去指示が出された小美玉市の

撤去作業をしており，今後も進展等

があれば，必要に応じて情報提供

をしていく。
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東海村 村民生活部 自治推進課
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24 白方 H25.7・4

防災原子力安全

課

小学校と中学校，村民プールの放

射線量の結果ですが，村に情報公

開請求を出したが，小学校と中学

校は汚泥を全部流してしまった。村

民プールは数値を測定したが公表

されていない。なぜ公表されていな

いのか。公表すると都合が悪いの

か。これが子どもたちにどのような

影響があるのか，また数値の公表

をするつもりがあるのかお聞かせ

願いたい。

泥物はまとめてビニール等に入れ

て保管しておけばよかった。数値を

公表しないのはおかしい。現在甲

状腺の検査を行っているが，それを

公表していればもっと早く検査がで

きたはず。発表するのは簡単なの

に，それを行わなかったのは意図

的に隠していたとしか思えない。数

値の内容はわかっているので，ここ

で公表してもいいが，村としての対

応方法をお聞かせ願いたい。それ

とも県や国，災害対策本部から口

外しないように言われているのか。

23年度の村民プールの沈殿物です

が，6月2日に測定を行ったが，数値

が高いから公表しなかったわけで

はない。3.11から3ヶ月しか過ぎてい

ないので，職員は被災者への対応

等に一生懸命だったと思う。処分を

どうするのかは，関係機関に相談し

て対応していたので，数値が高い

からといって公表しなかったわけで

はない。

測定は６月なので災害対策本部が

まだ存在していたはず。このような

事実があったとするならば，災害対

策本部で話が出ていたはずだが，

記憶になくびっくりしている。内部で

調査する。この件についてわかって

いる人はいないので事実関係を調

査しないとこの場では回答できな

い。

　村民プールのプール開きの時期

となり，汚泥物の放射性物質の検

査を外部機関にお願いする。測定

結果は高いレベルで検出された。

　即，測定結果を公表すべきであっ

たが，当時は震災後3ヶ月，職員は

①被災者への直接的な対応②罹

災証明発行の手伝い③本来の仕

事への対応等に精一杯取組んでい

た。そのため，適切な公表に至らな

かったのが事実である。

　今後は，村民の安心安全を第一

とした適切な対応に心がけていきた

い。
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25 白方 H25.7・4 社会福祉課

学童クラブについて。1年生から6年

生まで在籍できる等，村が良い政

策をとっているのは分かるが，現実

問題として社会的にはない状態だ

と思うので，ぜひ改善をお願いした

い。

検討する。

放課後児童クラブの設備･運営につ

いては，平成27年4月に予定される

“子ども･子育て支援新制度”の施

行に伴う児童福祉法の改正に併

せ，「放課後児童健全育成事業の

設備及び運営に関する基準」が新

たに定められる。

今後，村では，これを踏まえた基準

を条例で定めることとしているが，

適切な職員の配置や有資格化を進

めることにより，引き続き，児童の

安全確保はもとより，家庭･地域･学

校等との連携の下での児童の健全

育成の向上に取り組んでいきたい

と考えている。

26 真崎 H25.7・5 みちづくり課

通学路の緊急合同点検について。

緊急点検を行った場所とはどこな

のか，また，これから点検を行う場

所について教えてほしい。後日真

崎地区自治会宛に回答を頂きた

い。荒谷台住宅付近の道路整備，

区画整理地内の横断歩道の移設

について大まかな時期を回答して

いただきたい。村道284号線，村松

小学校の通称108段階段の村道と

の接続箇所の拡幅については忘れ

ないで回答をしていただきたい。

緊急合同点検を行った18箇所につ

いては，後日回答する。①の時期

については，来年調査をし，国の補

助金を申請して整備していきたい。

工事に着手するのは最短でも，平

成29年になる予定。用地買収や家

屋移転とも絡んでくる。④横断歩道

の移設の時期については，ひたち

なか西警察署と調整をして早急に

対応したいと考えている。

①道路整備については，今年度か

ら測量をしていく予定である。次年

度に用地測量を予定している。

④横断歩道の移設については，西

警察署の方といっしょに現地を確認

したところ，現地の状況から現在の

場所で利用してもらうことが安全で

あると回答をいただき，真崎区のみ

ちづくり検討委員会で，報告させて

いただいた。



平成２６年　４月　１日現在

東海村 村民生活部 自治推進課
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27 真崎 H25.7・5 都市政策課

阿漕ヶ周辺遊歩道の整備につい

て。阿漕ヶ浦の所有者の話なども

出てきたが，話はもっとシンプル

で，元々は，地区委員会の時代の

健康ウォーキングのコースの話が

発端である。阿漕ヶ浦の周囲の道

路の整備の話であった。阿漕ヶ浦

の周囲に農道があるが，農地の耕

作者は村松の方で，真崎の方から

「遊歩道整備」ということで提案すれ

ばどうかというのが始まりである。

阿漕ヶ浦には白鳥が飛来するよう

になり，現状では白鳥を見るために

下りることもできない状況である。

現在，総合福祉センター「絆」から

出発するコースの検討を行っている

ので，まずは須藤元村長宅付近か

ら原子力機構のサッカー場，阿漕ク

ラブ跡地方面に至る道を整備して

ほしい

現場を確認して，協議をさせていた

だき，真崎地区自治会に説明をさ

せていただきたい。

現場の状況は確認した。遊歩道の

整備を進めてまいりたい。具体的に

は，今後の進め方について地区自

治会に説明したうえで，自治会とと

もに遊歩道の整備計画を作成して

まいりたい。
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28 真崎 H25.7・5 生涯学習課

花いっぱい運動についての要望。

生涯学習課の協力で苗の配布をし

てもらい，合同庁舎前の花壇の整

備をしている。一昨年と昨年の秋は

球根の配布だけであった。10月に

植えたのはよいが翌年の3月，5月

にしか花が咲かない。花がある花

壇がつくれる対応をお願いしたい。

再三自治会として要望してきたが梨

の礫である。

要望に沿えるように生涯学習課と

調整する。

昨年度は，要望どおり11月に球根

代の予算を花苗に替えて配布を

行った。

29 真崎 H25.7・5 農業政策課

耕作放棄地が非常に多い。どこの

会社であるかは不明だが，近所の

畑でネギを作っている。ネギを作っ

ているおかげで埃対策になってい

る。会社組織に土地を貸して耕作し

てもらえるように村として考えてもら

いたい。回答は後日でよい。

耕作放棄地の問題はJAと農業委

員会と一緒に取り組んでいるとこ

ろ。企業が試験的にビニールハウ

スで農作物を作っている。企業が農

業参入を考えている。また，農業を

やりたいが土地を持ってない方と農

業をやめてしまった方との間を取り

持つ「遊休農地バンク」も進めてい

る。

平成25年12月に農地中間管理事

業推進法が制定された。農地中間

管理機構は，農地バンク的な機能

をもつ組織で，各県に設置して農地

の集積と流動化を促進するため，

農地の引受け手を広く公募し，企業

の参入も視野に入れることとしてい

る。村でも当該事業に取組む予定

であり，制度の概要が固まり次第，

村内に周知して遊休農地の活用を

図っていきたい。


